
●第１部︓活動内容説明（14:00〜15:20）
司会︓TRAMI専務理事

１）理事⻑挨拶 理事⻑
２）活動全体の概要 運営委員⻑
３）研究活動の概要 各研究会リーダー

●機械摩擦・熱 研究会
●流体摩擦・熱 研究会
●流体制御 研究会
●電動化 研究会
●合同調査 研究会
●計測技術 研究会

４）MBDへの取り組み 研究会リーダー
●モデル戦略 研究会

５）TRAMI研究活動への協⼒依頼
６）Ｑ＆Ａ

2018年度 公開フォーラム アジェンダ
主催︓⾃動⾞⽤動⼒伝達技術研究組合（TRAMI）

●第２部︓パネル展⽰＆ディスカッション（15:30〜17:30）
各研究会毎に準備したパネルによる個別説明及び個別Ｑ＆Ａ（⾃由参加）



技術研究組合の理念

⾃動⾞のCO2排出抑制や価値の多様化に向けて
駆動・電動技術の産学連携の基礎研究による学のサイエンス進展・産学⼈材育成
を通して⽇本の産業⼒の底上げと持続的な科学技術の発展に貢献する

産学連携ネットワークを通じ技術⾰新と⼈材育成を図る

サステナブルな
産業⾰新

新領域

産学連携ネットワーク

異業種

新領域

裾野の広がり

⾃動⾞⽤動⼒伝達技術研究組合



実現したい姿とTRAMIの果たす役割

 動⼒伝達技術において、産学連携による基礎・基盤研究をリーディング/サポート
 研究成果Databaseの充実により、駆動領域の知の蓄積と活⽤
 研究の更なる拡充をめざし、産学官協働“エンジニアリング機能”も視野に⼊れて活動

TRAMIが中⼼となり、産・学・官連携による技術⾰新／⼈材育成を推進

関連企業・
関連団体 等

賦課⾦・リソース・
研究テーマ

研究テーマ

エンジニアリング
企業

＜産＞
組合員11社

研究成果
の活⽤

・共同研究/委託研究テーマの策定
・⼤学研究室・計測器メーカーとの研究内容整合
・研究テーマの推進/サポート、技術指導
・研究成果の蓄積と共有

⾃動⾞⽤動⼒伝達技術研究組合

共同研究・
委託研究

＜学＞
⼤学研究室

合同調査/計測・
同定技術指導

調査計測結果
＜官＞

経済産業省 （将来構想）
産学共同

エンジニアリング
機能

研究成果
Database

本⽇説明

モデル補助事業
（2018〜2020）
2018年度採択済

1DモデルIFガイドライン
第３階層モデル



F/Y 2018 2019 2020 2021 2022 2023

TRAMI理念実現の5カ年ロードマップ（コンセプト）

学サイエンス深化

学サイエンス
発展

学サイエンス
発展

産学連携拡⼤

 研究のシナリオを描き、
成果の蓄積と活⽤のしくみを構築

 産学連携のしくみを構築

 研究の充実と成果の活⽤
 産学連携の拡⼤
 技術者の輩出促進

継続的な
技術⾰新と
⼈材輩出ST

EP
1

ST
EP
2

ST
EP
3

産学
共同
基礎
研究

⼈材育成⼈材育成
産学連携PF
・データベース
・モデル
・共同設備

TRAMIモデル
【METIモデル】

産の
技術⾰新
産の

技術⾰新

補助事業期間で研究環境を充実させ、21年以降の研究を深化させる

METI
補助
事業

基礎研究拡⼤

賛助会員
制度開始

SURIAWASE
2.0



技術研究組合 研究体制

各委員会/研究会毎にリーダー企業を設定し、各企業からの研究メンバーで構成

各企業組合員
研究メンバー

ダイハツ⼯業

マツダ

アイシン・エィ・ダブリュ

トヨタ⾃動⾞

SUBARU

いすゞ⾃動⾞

三菱⾃動⾞⼯業

スズキ

委員会/研究会
リーダー企業

本⽥技術研究所

本⽥技術研究所

トヨタ⾃動⾞

⽇産⾃動⾞

ジヤトコ

アイシン・エィ・ダブリュ

運営委員会（委員⻑︓本⽥技術研究所）

合同調査・計測技術研究委員会

電動化研究委員会

動⼒伝達基礎研究委員会

モデル戦略委員会

法務・知財委員会

機械伝達分科会

機械摩擦・熱研究会

流体制御研究会

モデル戦略研究会

流体摩擦・熱研究会

電動化研究会

合同調査研究会

計測技術研究会

摩擦伝達分科会



研究テーマ 10年シナリオ(1/2)

203020252020
遠い 近い

理想@2030からの距離技術進化と研究テーマ

因⼦機能 進化の⽅向性（例）

①変速特性の向上①変速特性の向上

⑧熱流出・熱容量
の低減

⑧熱流出・熱容量
の低減

⑤気液混相の
コントロール

⑤気液混相の
コントロール

⑥冷却効率向上
（要求流量の低減）

④摺動抵抗の削減④摺動抵抗の削減

⑦吐出量の最適化⑦吐出量の最適化

②すべり無の伝達②すべり無の伝達

③⾃由度の拡⼤

Step１ Step２ Step3先⾏

トライボコントロール理論構築

最適摩擦係数
制御の解明

因⼦としてはあるので、合同調査でのモニター経過により研究テーマを決める

電動化の課題

電動化の課題

熱・流体解析技術の構築

流体制御部全体でのモデル化

機
械

摩
擦

・熱
研

究
会

流
体

摩
擦

・熱
研

究
会

流
体

制
御

研
究

会

伝達
トルク

熱損失

油動⼒
損失
油動⼒
損失

攪拌・
せん断
損失

摩擦
損失
摩擦
損失

変速伝達部挙動明確化

⾦属間接触油膜厚さと
μの関係解明
⾦属間摩擦係数異⽅性に
及ぼす表⾯テクスチャの影響解明

⾦属⾯テクスチャ摩擦解明
(ギヤ⼯法、⻭⾯形状)

気液混相環境へのCFD適⽤技術の構築

狭平板での現象解明
（固定→浮動、単板→多板）

バルブ動的偏芯量及び倒れメカニズムの解明

⾦属摩擦のコントロール技術を⼿に⼊れる （機械摩擦・熱研究会）

気液混相のコントロール技術を⼿に⼊れる （流体摩擦・熱研究会）

⾛
⾏
性
能

燃
費

変速伝達部挙動解明 変速伝達部挙動モデル化変速
応答性

⾦属⾯テクスチャ摩擦解明
(ピッチ誤差、表⾯処理)



研究テーマ 10年シナリオ(2/2)

静
粛
性

静
粛
性

⑨⻭⾯形状最適化⑨⻭⾯形状最適化

⑩流量変動低減⑩流量変動低減

⑬⾞両全体振動
モード・アライメント
⑬⾞両全体振動
モード・アライメント

⑫位相合わせ⑫位相合わせ

⑪衝突速度低減⑪衝突速度低減

⑭⼊⼒・出⼒減衰⑭⼊⼒・出⼒減衰

因⼦としてはあるので
合同調査でのモニター経過により研究テーマを決める

ベンチマーク
（合同調査）
ベンチマーク
（合同調査）

実⾞で⾛⾏中の
効率計測・解析

熱流れ計測・解析

NV計測・解析

調査の⽅向性(例）

流体制御部全体でのﾓﾃﾞﾙ化

10年先の技術進化を⾒通して、研究の⾻⼦を定め、各研究テーマを選定

技術進化と研究テーマ

因⼦機能 進化の⽅向性（例） Step１ Step２ Step3先⾏

気泡の影響を含んだ作動油特性をコントロールする （流体制御研究会）

メッシュ
フォース

油圧
脈動

減衰

振動
モード

ラトル
フォース
アン

バランス

流
体

制
御

研
究

会
合

同
調

査
計

測
技

術
分

科
会

⾞両でのNVH性能・燃費
性能の機能配分把握

⾞両での駆動系起因の
NVH・⼊出⼒トルク・熱流れ
レベルの現状把握

トランスミッション内部損失
NV寄与の明確化

TOPランナーを知る、データを蓄積する （合同調査・計測技術研究会）

遠い 近い
理想@2030からの距離

【気泡が制御系動⼒伝達に及ぼす影響の解明】
気泡の制御→消泡/脱泡→油圧応答性向上

【隙間・摺動部の作動油が変速制御系と動⼒に及ぼす解明】
バルブ動的挙動→システム挙動→リーク量低減

203020252020



機械摩擦・熱 研究会

摺動部(ブッシュ、ワッシャ、etc.)

固定部(ボルト座⾯μ、etc.)

μ増⼤
μ低減
同時に満⾜
させる要求有

μ低減

噛合い伝達・摩擦伝達部
（ギヤ、ベルト、etc.）

研究の
応⽤領域

μをコントロール出来れば
燃費向上に貢献できる

 μ低減 ︓フリクション低下

 μ安定化︓⼩型化、軽量化

⾦属間接触部、摺動部の摩擦コントロールについて研究を⾏う
（必要によって、「μを安定させる」、「下げる」、「上げる」をコントロールする）



流体摩擦・熱 研究会

効率改善

⼩型・軽量化
研究成果の
応⽤可能性

 攪拌抵抗低減、クラッチひきづり低減

 μ安定化/⾼μ化/冷却効率向上︓アクチュエータ、クラッチ

トランスミッション内部の差回転要素の流体摩擦および熱現象の解明

変速損失

機械損失流体損失

熱損失

トランスミッション伝達ロス

(流体摩擦）

共通課題

現状）個別⽬的に特化させても
⻑時間かかる

駆動系の気液混相環境に使え
るCFD技術構築

気液混相コントロールによる
ブレークスルーにはCFDが必要

現在の取り組み

多板クラッチで知られるドラグピーク現象

最も基礎的な形
態として、単板固
定隙間にて研究

試験設備製作 ⾼速度カメラによる可視化

既存⼿法によるCFD
解析（課題の抽出）



流体制御研究会

研究の
応⽤領域

油圧制御の⾼精度/⾼効率化技術についての研究を⾏う
①気泡⽣成/抑制技術②ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ動的挙動③ｽﾌﾟｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ動的挙動④油圧ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ全体
の流体制御

主要部位
バルブボデー

ＡＳＳＹ
オイルポンプ

ＡＳＳＹ

・⾃動⾞に限らず、設備、産業機械等にも応⽤可能
・気泡⽣成技術については、要素単体評価の精度向上に貢献



電動化研究会

研究の
応⽤領域

電気駆動について⼩型・⾼効率化に向けた基礎研究を⾏う
（熱の発⽣と伝導冷却を知り、温度をコントロールする）

モータ損失による発熱量の予測

モータ内部温度の予測

鉄損発熱量の解析
精度の良い予測が困難な、「応⼒による
鉄損への影響」から研究開始
メカニズム解明と予測モデルの構築

モータ熱伝達の解析
熱流れメカニズム解明と定量モデルの構築

温度をコントロール出来れば
⼩型化と燃費向上に貢献できる

プレス時の歪による悪化歪の無い磁気特性

︓歪領域

モータのステータコア

H

BB

H

（イメージ）

鉄損の低減技術に活⽤  発熱低減  ⼩型化⾼効率化

⾼精度な熱分布の把握  磁⽯、絶縁材の低コスト化

【発熱量の解析】 ・ 応⼒による鉄の素材変化の解明

【熱伝達の解析】 ・ トランスミッション内の熱分布解明



合同調査研究会

ベンチマークデータの分析結果から各要素の基礎技術や、技術トレンドを取得。
ベンチマークデータを反映したモデルのシミュレーション結果と、⾃社⼿持ちデータを
⽐較することで、⾞両にとって最も効果的な部品改善検討に繋がる。

トランスミッションのベンチマーク調査とベンチマークデータの蓄積
モデル戦略研究会など他の研究会にデータ提供

モデル化

ベンチマーク
データベース

計
測



精度よく計測ができる技術を獲得し、モデルの精度向上を⽬指す。
⇒効率・燃費・ＮＶＨ・電動化のモデル精度向上に貢献する。

高精度な計測データ 高精度
なモデル

・・・

要素部品データ計測

機械摩擦・熱 研究会

流体制御 研究会

流体摩擦・熱 研究会

電動化研究会

合同調査研究会

計測技術研究会
「測れないものを測れるようにする」「現象・からくり解明」「計測精度向上」
(例)トルク、回転、熱流れ、摩擦現象などを⾒える化し、各研究領域へ貢献

実⾞テスト ユニット単体テスト

Transmission Model
( ユニットレベルでの実験モデル ）

Vehicle Model Transmission Model
( 部品組み立てモデル ）

モデル戦略研究会

トルク計測
実⾞環境下での計測
熱流れ、変形等あり

計測技術研究会

【出典】 ジュンツウネット21 ウェブサイトより
（https://www.juntsu.co.jp/qa/qa1125.php）2019/03/01



モデル戦略研究会 研究活動概要

⾞両モデル＋
I/Fガイドライン

エンジンモデル＋
I/Fガイドライン

T/Mモデル＋
I/Fガイドライン

⾃動⾞⽤動⼒伝達技術研究組合

AICEのエンジンモデルと連携し、METI⾞両モデルと繋がる
トランスミッションモデルとI/Fガイドラインの構築をTRAMIが担当

 モデル全体像と担当領域



TRAMIモデルの概要

プラント

T/C OP,Gear

ATF

Case

ATFW

IN OUT

T/C
CL

ATF

Brk OWC

OP PL1 BRG FGR

ATFW V/B

IN OUT TM部品（クラッチ、ギヤ、
シャフト、BRG、…）を組
み替えて好きなように使え
るうれしさ

発進デバイス、ギヤボックス
等のデータを組み替えて
様々なTMに対応できるう
れしさ

トランスミッション

トランスミッション
コンポーネント

制御熱

 階層ごとのTRAMIモデル

TRAMI
第2階層

TRAMI
第3階層

うれしさ⼊⼒データ

合同調査
（マップ）

各研究会
（物理式、
実験式）

モデル
階層

仕様違いのTM損失が
⽐較できる

TM要素部品の損失が
分かる

TRAMIモデルと合同調査および各研究会のデータを⽤いて うれしさを実現する

共
通
モ
デ
ル

汎
⽤
モ
デ
ル



うれしさ実現のための取り組み（FY18）

1D model

 TRAMI第2階層

Drag & Drop

T/C OP,Gear

ATF

Case

ATFW

IN OUT

発進デバイス 変速機構

プラントモデル作成事例 第2階層モデルの構成

⼊⼒データライブラリ

発進デバイス、変速機構等のデータを組み替えて仕様違いのTM損失が⽐較できる

TRAMIライブラリ

L2

プラント
ライブラリ

熱
ライブラリ

電気
ライブラリ

制御
ライブラリ



うれしさ実現のための取り組み（FY19）

第3階層モデルの構成

クラッチ、ギヤ、BRG、OWC等の部品を組み替えて TM要素部品の損失がわかる

T/C
CL

ATF

Brk OWC

OP PL1 BRG FGR

ATFW V/B

IN OUT

 TRAMI第3階層
プラントモデル作成イメージ

TRAMIライブラリ

L2

L3

熱
ライブラリ

電気
ライブラリ

制御
ライブラリ

プラント
ライブラリ



TRAMIステークスホルダーと共同研究

国内研究機関・⼤学国内研究機関・⼤学 賛助会員賛助会員

共同研究企業共同研究企業

組合員
(運営委員会)
組合員

(運営委員会)

研究受託機関研究受託機関 共同研究活動

共同研究成果

成果報告書

成果報告会

共同研究テーマの設定 研究ニーズを提案できる研究シーズを提案できる

全ての報告会へ
参加できる

その他・⼀般企業その他・⼀般企業

全ての報告会へ
参加できる

有償にて⼊⼿可

有償にて⼊⼿可 有償にて⼊⼿可

研究に参画研究に参画

参加研究のみ
無償で⼊⼿可

参加研究の活動
を通じて⼊⼿

 TRAMIにおける共同研究の推進にあたって、賛助会員制度、共同研究企業制度の２制度
を並⾏して設定します

有償で⼀般に提供
研究受託機関/共同研究企業の権利
国内研究機関・⼤学/賛助会員の権利

参加研究の活動
を通じて⼊⼿

参加研究のみ
無償で⼊⼿可
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組合企業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
共同研究企業 × × ○ ○

参加
研究のみ

○ ○
参加

研究のみ

○ △ ○
参加

研究のみ

年度で研究会ごとに決
定

賛助会員 × × ○ × ○ △ ○ △ △ 中⼩企業:50万円
⼤企業︓150万円
共同研究期間中は不要

その他企業 × × × × × △ ○ △ △

研究受託機関 × × ○ ○
参加

研究のみ

○ ○
参加

研究のみ

○ △ ○
参加

研究のみ

国内⼤学
研究機関

× × ○ × ○
TRAMI
承認要

△ ○ △ △

各ステークホルダーのメリット

○︓権利有り △︓購⼊可能 ×︓権利なし ※研究過程で得られた全てのデータ(実験⽣データ、研究過程で作成した報告書等)



賛助会員年間スケジュール

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
募集

研究

2019年度
賛助会員
2019年度
賛助会員 以降の申し込みについては別途ご相談以降の申し込みについては別途ご相談

●次年度研究構想発表

★
成果
報告会

●次年度研究
テーマ確定

 賛助会員制度は2019年4⽉より受付開始
 5⽉末までににお申込みの場合は、次年度研究テーマ募集に研究の提案が出来ます

研究⽅針検討研究⽅針検討 研究企画・計画研究企画・計画研究テーマ選定研究テーマ選定

当年度研究

次年度研究

次年度研究
テーマ提案
次年度研究
テーマ提案

賛助会員賛助会員 TRAMITRAMI

共同研究企業参画

共同研究企業募集共同研究企業募集



制度へのお申込みについて

<賛助会員制度>
⼊会資格 ︓

本組合の賛助会員たる資格を有する者は、⽇本国内に製造⼜は研究開発拠点を有し、
⾃動⾞⼜は⾃動⾞に関連する部品、材料、サービスなどの提供を⾏う法⼈とする。

年会費 ︓中⼩企業(資本⾦3億円未満) 50万円(不課税)
⼤企業(資本⾦3億円以上) 150万円(不課税)

制度開始︓2019年4⽉1⽇より制度開始
申込⽅法︓TRAMI HPよりお申込み下さい https://trami.or.jp/

<賛助会員制度>
⼊会資格 ︓

本組合の賛助会員たる資格を有する者は、⽇本国内に製造⼜は研究開発拠点を有し、
⾃動⾞⼜は⾃動⾞に関連する部品、材料、サービスなどの提供を⾏う法⼈とする。

年会費 ︓中⼩企業(資本⾦3億円未満) 50万円(不課税)
⼤企業(資本⾦3億円以上) 150万円(不課税)

制度開始︓2019年4⽉1⽇より制度開始
申込⽅法︓TRAMI HPよりお申込み下さい https://trami.or.jp/

<共同研究企業制度>
詳細については2019年下期に告知予定

年会費 ︓年度で各研究会ごとに研究規模に応じて決定する
制度開始︓2020年度より制度開始予定

<共同研究企業制度>
詳細については2019年下期に告知予定

年会費 ︓年度で各研究会ごとに研究規模に応じて決定する
制度開始︓2020年度より制度開始予定


